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は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
昨
年
度
の
当
研
究
所
年
報
に
引
き
続
き
、
東
京
感
化
院
の
創
業
者
と
し
て
知
ら
れ
る
高
瀬
真
卿
の
日
記
風
随
想
『
い
つ
ま
で
草
』

（
承
前
）
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
『
い
つ
ま
で
草
』
は
、
高
瀬
が
創
刊
し
た
『
刀
剣
と
歴
史
』
の
第
八
五
号
（
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
一
〇
月
）
か
ら
、
死
去
（
一
九
二
四

年
（
大
正
一
三
）
一
一
月
一
七
日
）
の
月
に
発
行
さ
れ
た
第
一
六
七
号
ま
で
、
数
号
の
休
載
を
除
い
て
、
約
七
年
間
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
今
回
、
こ
こ
に
復
刻
す
る
の
は
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）
の
記
述
に
当
た
る
一
年
分
で
あ
り
、
二
二
回
に
わ
た
り
『
刀
剣
と
歴

史
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
載
時
期
の
詳
細
は
、
次
頁
に
掲
げ
た
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

明
治
三
八
年
の
日
記
と
し
て
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
既
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
「
萩
村
日
記 

第
十
五
」
（
『
高
瀬
真
卿
日
記 

四
』
淑
徳
大

学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
二
〇
一
五
年
、
一
～
二
九
頁
所
収
）
が
あ
る
が
、
『
い
つ
ま
で
草
』
の
方
が
記
述
が
詳
細
で
あ
り
、
高
瀬
が
い
つ
、
ど
こ
で
、

誰
と
、
何
の
目
的
で
会
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
行
動
を
知
る
に
は
、
他
に
代
え
が
た
い
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。 
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No.    記載時期 掲載誌（全て『刀剣と歴史』） 本稿頁

36 明治 38 年 1 月 18 日～ 第 122 号，大正 9年 11 月 p.5 

37 明治 38 年 2 月 4 日～ 第 123 号，大正 9年 12 月 p.9 

38 明治 38 年 2 月 20 日～ 第 124 号，大正 10 年 1 月 p.13

39 明治 38 年 2 月 28 日～ 第 125 号，大正 10 年 2 月 p.17

40 明治 38 年 3 月 30 日～ 第 126 号，大正 10 年 3 月 p.21

41 明治 38 年 4 月 21 日～ 第 127 号，大正 10 年 4 月 p.25

42 明治 38 年 5 月 20 日～ 第 128 号，大正 10 年 5 月 p.30

43 明治 38 年 6 月 6 日～ 第 129 号，大正 10 年 6 月 p.34

44 明治 38 年 6 月 24 日～ 第 130 号，大正 10 年 7 月 p.38

45 明治 38 年 7 月 14 日～ 第 131 号，大正 10 年 8 月 p.42

46 明治 38 年 7 月 29 日～ 第 132 号，大正 10 年 9 月 p.45

47 明治 38 年 8 月 20 日～ 第 133 号，大正 10 年 10 月 p.49

48 明治 38 年 9 月 5 日～ 第 134 号，大正 10 年 11 月 p.53

49 明治 38 年 9 月 9 日～ 第 135 号，大正 10 年 12 月 p.56

50 明治 38 年 9 月 18 日～ 第 136 号，大正 11 年 1 月 p.60

51 明治 38 年 9 月 27 日～ 第 137 号，大正 11 年 2 月 p.64

52 明治 38 年 10 月 6 日～ 第 138 号，大正 11 年 3 月 p.67

53 明治 38 年 10 月 17 日～ 第 139 号，大正 11 年 4 月 p.72

54 明治 38 年 10 月 28 日～ 第 140 号，大正 11 年 5 月 p.76

55 明治 38 年 11 月 8 日～ 第 141 号，大正 11 年 6 月 p.80

56 明治 38 年 11 月 24 日～ 第 142 号，大正 11 年 7 月 p.83

57 明治 38 年 12 月 14 日～ 第 143 号，大正 11 年 8 月 p.87

 

    〈表１〉高瀬真卿『いつまで草』（中）一覧 
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な
お
、
高
瀬
真
卿
に
関
す
る
一
次
資
料
の
多
く
は
、
二
〇
一
〇
年
に
高
瀬
家
の
御
子
孫
よ
り
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、

『
い
つ
ま
で
草
』
の
原
本
に
当
た
る
も
の
は
、
そ
の
中
に
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
の
活
字
化
さ
れ
た
『
い
つ
ま
で
草
』
も
一
次
資
料
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
原
本
が
現
存
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、
当
時
は
現
在
の
コ
ピ
ー
機
の
よ
う
な
手
軽
な
複
写
機
が
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
『
刀
剣
と
歴
史
』
に
掲
載
す
る
た
め
に
、
切
り
貼
り
や
校
正
等
の
編
集
作
業
に
そ
の
原
本
が
用
い
ら
れ
、

活
字
化
さ
れ
た
後
に
印
刷
所
か
ら
そ
れ
ら
が
返
却
さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

高
瀬
真
卿
は
、
明
治
三
五
年
一
二
月
に
東
京
感
化
院
の
院
長
職
を
長
男
の
紹
卿
に
譲
り
、
明
治
三
八
年
当
時
は
感
化
院
を
直
接
監
督
す
る
立

場
に
は
な
か
っ
た
が
、
住
ま
い
は
院
長
時
代
と
変
わ
る
こ
と
も
な
く
（
旧
南
豊
島
御
料
地
、
東
京
感
化
院
境
内
）
、
ま
た
、
当
時
の
職
員
や
か
つ
て

の
職
員
（
例
え
ば
、
前
田
兵
郎
、
二
月
二
一
日
の
項
を
参
照
）
、
卒
院
生
、
元
家
塾
生
と
い
っ
た
人
々
と
の
交
流
を
継
続
し
て
い
た
様
子
が
本
稿
の

記
載
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

（
当
研
究
所
専
任
研
究
員
） 
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葉
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凡 
 

例 

 

一
、
底
本
に
は
、
当
研
究
所
所
蔵
本
を
用
い
た
。
底
本
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
上
で
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
上
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、

版
下
を
作
成
し
た
た
め
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
画
像
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
不
備
は
、
筆
者
が
全
て
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
尚
、
当
研
究
所
が
所

蔵
す
る
『
刀
剣
と
歴
史
』
（
創
刊
号
か
ら
三
五
〇
冊
余
り
）
は
、
お
そ
ら
く
一
人
の
所
有
者
の
保
管
に
成
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
ほ
ど
保
存
状

態
が
良
好
で
あ
り
、
そ
の
点
で
作
業
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
し
て
お
く
。 

 

一
、
底
本
の
ル
ビ
は
、
著
者
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
印
刷
所
の
組
版
職
人
が
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
誤
り
も
散
見
さ
れ
る
が
、
当
否
の
判

断
が
不
可
能
な
箇
所
も
多
い
の
で
、
原
本
通
り
と
し
た
。 

 

一
、
底
本
に
は
今
日
の
人
権
上
の
観
点
か
ら
す
る
と
不
適
切
と
考
え
ら
れ
る
表
現
も
あ
る
が
、
資
料
の
歴
史
的
価
値
に
鑑
み
、
原
本
通
り
と
し

た
。 

 

一
、
小
活
字
で
記
さ
れ
る
日
記
は
、
雑
誌
発
行
当
時
（
大
正
期
）
の
高
瀬
真
卿
の
日
記
の
抄
録
で
あ
り
、
埋
め
草
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で 

 

あ
る
（
一
二
、
三
三
、
四
一
、
四
四
、
六
六
、
七
一
、
七
九
頁
参
照
）
。 


